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研究成果の概要（和文）：本研究プロジェクトは、アフリカ各地域を専門とする地域研究者によって遂行され
た。4年間の研究プロジェクトを通じて、専門地域の紛争状況の理解が進んだだけでなく、近年のアフリカにお
ける紛争の重要な要因であるイスラーム、および農村資源管理に関する研究が進展し、紛争との関係が明らかに
なった。具体的には、1990年代以降の30年間に、アフリカの紛争が、首都を巻き込んだ国家権力闘争型から、農
村部を中心とするローカル紛争型へと変化してきたことが解明された。後者においては、コミュニティ間の動員
が図られやすく、低強度紛争が継続する傾向がある。

研究成果の概要（英文）：This research has focused the change in the nature of conflict in Africa. 
Armed conflicts occurred in Africa in the 1990s were characterized as urban-centered power 
struggles. Typically, they were civil wars broke out between parties pursuing to the state power. 
Capital cities were likely to be a battlefield as the belligerents fought for controlling the 
central state. This type of conflicts have recently occurred less frequently. In these years, armed 
conflicts continue in the Sahel region and the Eastern part of the Democratic Republic of the Congo,
 where main battlefields are rural areas. They have strong roots in local tensions over resources 
including lands and water. The local tensions are easily transformed into the large-scale 
inter-community violence through instigations from external actors and activities of militias. 
Clarifying reasons and backgrounds of the change, contributions made by this project are valuable 
academically as well as practically.

研究分野： 地域研究
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
アフリカの紛争については、1990年代以降多くの研究がなされてきたが、時代的な性格変化についての議論はほ
とんどない。本研究プロジェクトを通じて、時代的な紛争の性格変化が、それを規定する要因（農村資源管理、
イスラーム）との関係を含めて明らかになってきた。これについては大きな学術的意義を主張できる。アフリカ
の紛争は国際社会の重要課題であり、そこに国連平和維持部隊をはじめとした多大な資源が投入されている。本
研究が明らかにした紛争の性格変化、そして暴力拡大メカニズムは、平和維持、平和構築の実践活動に役立つ、
重要な社会的意義を持つ。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
アフリカでは 1990 年代に大規模な紛争が頻発したが、2000 年代に入ると紛争発生件数や犠

牲者数は減少した。一方で、選挙暴力の頻発、土地や水など資源制約に由来する紛争の激化、テ
ロリズムの伸張など新たな特徴が指摘されるようになった。この状況について考えることが、本
研究課題の基本的な問題意識であった。 

1990 年代には、首都を巻き込み、武力によって政権が転覆する激しい内戦が多数観察された。
エチオピア、ソマリア、ルワンダ、シエラレオネ、リベリア、コンゴ共和国など、多くのアフリ
カ諸国が内戦による政権崩壊を経験した。こうした大規模な紛争は、2000 年代に入って明らか
に減少した。2010 年代に内戦によって政権が転覆した例は、中央アフリカ（2013 年）だけであ
る。状況は明らかに変化した。しかし、その状況を直ちにアフリカにおける政治秩序の安定化と
評価できるかは疑問であった。大規模な武力紛争が減少した一方で、土地その他の資源と結びつ
いたローカルな紛争が広がり、サヘル地域やコンゴ民主共和国東部で低強度紛争が継続してい
た。また、2007 年～2008 年のケニアで典型例に見られたように、民主化に伴って導入された選
挙は頻繁に暴力を引き起こした。さらに、南アフリカにおける労使紛争の激化や移民を標的とす
るゼノフォビアなど、新たな形の暴力が現れていた。 
近年の状況は、政治秩序の安定や紛争解決というより、紛争の性格変化と呼ぶべきものと考え

られた。アフリカの紛争をめぐって多くの研究が公刊されていたが、こうした紛争の性格変化を
正面に据えた研究はほとんどなかった。本研究課題では、この現状認識を出発点として、紛争の
変化をもたらした要因の解明を目指した。 
 
２．研究の目的 
(1)紛争の性格変化の要因 
 冷戦終結後、武力紛争に対する関心が高まり、多くの研究が現れた。この背景として、実際に
この時期多くの紛争が勃発したことに加え、平和構築活動が活発化したことが挙げられる。1991
年にブトロス＝ガーリ国連事務総長が刊行した『平和への課題』を契機として、平和構築に対す
る国際社会の取組みが活性化した。持続的な紛争後社会を創出するために、紛争そのものへの関
心が高まったのである。結果として、紛争要因、持続期間、終結、といったトピックに関連して、
多くの研究が刊行された。現実に、この時期アフリカではソマリア、ルワンダ、ブルンジ、コン
ゴ共和国、リベリア、シエラレオネ、コンゴ民主共和国など、数多くの内戦が勃発した。その多
くは、政権の転覆を目的とした、首都の攻防を伴う激しい紛争であった。 
 しかし、2000 年代に入ると、アフリカの紛争をめぐる様相はかなり変化する。大規模な紛争
は明らかに減少し、代わってソマリアのアルシャバブのようなイスラーム急進主義勢力の活動
が注目されるようになった。その背景には、土地や家畜をめぐるローカルな紛争があると指摘さ
れていた。2010 年代に入ると、サヘル南縁部やコンゴ民主共和国東部など、長期にわたって紛
争が継続する地域が固定化してきた。こうした地域では、ローカルな紛争が世界市場やイスラー
ム急進主義勢力といったグローバルな諸力と結びつき、低強度紛争が継続する状況が生まれて
いた。こうした紛争の性格変化を生みだした要因を解明することが、本研究の主たる目的として
設定された。 
 
(2)暴力激化のメカニズム 
 特に近年、土地や家畜をめぐるローカルな紛争と大規模な紛争との関係を見ることの重要性
が指摘されてきた。上述したように、武力紛争が長期にわたって継続する理由として、ローカル
な紛争が重要だからである。本研究は、ローカルな紛争がどのように暴力化し、大規模な武力紛
争へと転化するのか、そのメカニズムを明らかにすることも重要な課題として措定した。 
 
３．研究の方法 
(1)紛争の展開（ケーススタディ） 
 本研究の基本的なアプローチは、紛争のケーススタディを重視することである。それによって、
どのような性格の紛争が、いかなる理由で勃発し、拡大したかを理解することができる。個々の
紛争の歴史的展開を深く理解することではじめて、紛争の性格変化や拡大メカニズムに関する
議論を帰納的に導き出すことができる。その意味で、アフリカ各国の紛争―より広くは政治―の
展開過程の研究は最も基本的なものである。本研究は地域研究者が中心のプロジェクトであり、
アフリカ各国の紛争や政治過程を跡付ける事例研究が重視された。 
 
(2)要因分析 
事例研究を行う際の着眼点として、当初 4つの分野（資源、政党、宗教、労働）に留意すること
を考えた。これは、近年のアフリカにおける紛争において、これらのトピックとの関係が重要で
あろうとの仮説に基づく分析方法であった。本研究の実施期間中、これら４つのトピックを等し
く分析対象とするというよりは、特に資源と宗教については踏み込んだ研究を行った。これは、
近年のローカルな紛争において土地や水などの資源をめぐる問題が非常に重要であり、紛争の
拡大を考えるうえで宗教（特にイスラーム）を避けて通れないためである。紛争とは直接結びつ
かない事象であっても、農村資源やイスラームに関する分析は、本研究が目指す紛争の性格変化
や暴力拡大メカニズムの解明に資すると考え、研究に注力した。 



 
(3)研究の統合 
 紛争は多様であり、その展開過程は個々に異なる。その個別性を把握することは本研究にとっ
てきわめて重要である。一方で、アフリカの紛争には一定程度共通に見られる特徴があり、それ
を踏まえなければ、紛争の性格変化を捉えることはできない。本研究では、個別具体的な紛争の
様相を把握したうえで、国を横断した特徴を抽出することを目標とした。 
 
４．研究成果 
4 年間の研究により、アフリカにおける紛争の性格変化の態様はかなりの程度明らかになり、ま
た事例研究も相当に精緻化された。以下では、研究成果を４つに分類しつつ、研究分担者による
代表的な成果を列挙する形で研究成果について説明する。 
 
(1)個別諸国の紛争、政治動向についての研究蓄積 
 武力紛争は単一の要因から発生するのではなく、多様な要因が結びつき、特定の政治過程のな
かで発生する現象である。したがって、武力紛争を各国における政治過程の文脈を踏まえて分析
する必要がある。政治的文脈から切り離して死者数や物的損害を比較しても意味がない。そのた
めには地域研究の手法が有効であり、研究対象国の動向を継続的に研究する必要がある。この間
の研究成果においても、研究対象国の紛争や政治動向についての研究を蓄積することができた。
こうして蓄積された研究を帰納することによって、アフリカ全体を視野に入れた枠組みの提示
が可能になる。 
 本研究プロジェクトから生まれた主要な研究成果として、次のようなものが挙げられる。南ア
フリカについて佐藤千鶴子（2016a、2016b、2017a）、中部アフリカについて武内（2016b、2019e、
2019f、2020b）、ケニアについて津田（2016a、2016b、2016c）、アルジェリアについて渡邊（2019）。 
 
(2) アフリカにおけるイスラームと政治 
 近年、アフリカの紛争はサハラ砂漠の縁辺部（サヘル地域）やコンゴ民主共和国東部といった
特定地域に集中する傾向がある。特に前者の場合、中東地域で勃興したイスラーム急進主義の影
響が顕著であり、アルカイーダやイスラム国（IS）に忠誠を誓うグループが襲撃を繰り返してい
る。そのなかで、住民間のエスニックな対立が激化し、マリ、ブルキナファソ、ニジェール、ナ
イジェリア北部などの地域では治安が極度に悪化している。これは 2010 年代以降に急速に拡大
した現象であり、現在なお研究の主眼は現状把握に向けられている。 
 本研究プロジェクトにおいても、イスラームに関わる問題は重視して取組み、次のような成果
を上げることができた。佐藤章（2017）、佐藤章編（2018）、佐藤千鶴子（2018c）、武内（2018b）、
津田（2018）。 
 
(3) アフリカにおける農村資源管理 
 近年のアフリカの紛争が、ローカルな紛争と結びついて拡大することはしばしば指摘されて
いる。実際、サヘル地域にせよ、コンゴ民主共和国東部にせよ、紛争の根底に、特に農耕民と牧
畜民の土地をめぐる争いがあることはしばしば指摘されており、サヘル地域ではトゥアレグや
フルベ（プール）、コンゴ民主共和国東部ではバニャムレンゲ、バニャルワンダという牧畜を主
たる生業とする人々が紛争の中核にいる。この点で、土地をはじめとする農村資源管理は紛争の
性格変化を考えるうえできわめて重要である。 
こうした観点から、本研究プロジェクトは、農村資源管理、とくにその政治的側面についても積
極的に取組み、次のような成果を上げることができた。武内編（2017）、Kirikoshi, Matsunami, 
and Takeuchi eds. (2019)、Matsunami and Takeuchi eds. (2020)、佐藤千鶴子（2017b）、Sato, 
C. (2018a, 2018b)、武内（2017b、2017c、2018a、2019g）、Takeuchi (2019c)、津田（2017） 
 
(4) アフリカ全体の動向とパターンの導出 
 以上の研究蓄積を踏まえつつ、個別の国や地域を超えてアフリカ全体を視野に入れた議論に
繋げるよう、研究プロジェクトとして努力した。地域研究者は自分が専門とする国や地域にとど
まりがちで、アフリカ全体を対象とする議論に尻込みするところがあるが、幾つかの成果を上げ
ることができた。佐藤章（2019）、武内（2016a、2017e、2019a）はその例である。一般向けの成
果としては、佐藤章（2018）、武内（2016c、2016d、2019b、2019d、2020c）を挙げることができ
る。また、研究プロジェクトの副産物ともいえるが、地域研究の立場からの紛争研究の方法論を
論じたものとして、武内（2020a）がある。 
以上は、紛争の性格変化そして暴力拡大のメカニズムを解明するという本研究プロジェクトの
当初の目標に鑑みて、一定の水準を達成していると考えるが、なお満足できる水準ではない。今
後も紛争の性格変化をよりクリアに説明できるよう、研究を続けていきたい。 
 
(5)まとめ 
 本研究の第一の意義は、紛争の性格変化という現象を正面から取り上げたことである。研究課
題提案時には仮説という色彩が濃かったが、4年間の研究のなかで、近年のアフリカの紛争の性
格変化がより明確に説明できるようになった。すなわち、1990 年代の紛争で顕著にみられた国



家権力をめぐる権力闘争という性格が後景に退き、土地や家畜をめぐるローカルな要因とグロ
ーバルな要因（鉱物資源や麻薬をめぐる国際市場）とが結びつき、国家の脆弱性を利用する形で
紛争が深刻化するという事態が複数の地点で観察できるようになったのである。マリやブルキ
ナファソ、そしてコンゴ民主共和国などが典型事例といえる。 
 紛争の性格変化が明瞭になり、事例研究が充実したことは本研究の成果だが、十分に研究が進
まなかった点があることも認めざるを得ない。ここでは 2点指摘する。第 1に、新たな紛争のモ
デルを精緻化することである。新たな紛争の性格は凡そ上記のように説明できるものの、より精
緻化したモデルの提示が必要だと感じている。第 2に、なぜ紛争の性格が変化したのか、紛争の
性格変化がどのような意味を持つのか、という点についての分析である。紛争の性格変化は、直
感的にはアフリカにおける政治秩序の性格変化に関わると予想される。しかし、この点はまだ着
想に過ぎず、研究をさらに深める必要があると認識している。 
 アフリカにおける政治秩序の性格変化についての仮説を整理しておきたい。アフリカの政治
秩序を 3 つの時期に区分し、紛争の性格変化を捉えるというのがその要諦である。第 1に、冷戦
期のポストコロニアル家産制国家である。この時期、超大国は自身の陣営に属する政権を防衛す
るために介入したため、紛争は代理戦争の形をとった。第 2 に、1990 年代の破綻国家である。
1990 年代のアフリカでは、深刻な紛争が数多く勃発した。国際社会がアフリカへの関与を手控
え、国際平和活動も精緻化されていない状況の中で、国内の政治権力闘争として深刻な内戦が勃
発したと考えられる。そして、第 3に 2000 年代以降の脆弱国家における紛争である。国際社会
による平和活動が強化され、政権を転覆させるような紛争は減少した。一方で、ローカルな紛争
要因とグローバル市場が結びつき、低強度の紛争が局地的に継続している。この仮説を肉付けし
ていくことが、今後の研究の方向性と考えている。 
 研究プロジェクトは終了したが、以上の残された課題を考えていくことが、今後の研究の方向
性となる。この 4年間で紛争の事例研究はかなりの程度蓄積できたので、これからは積極的にモ
デル化の努力をしたい。ローカルな要因とグローバルな要因の関係を整理し、アフリカの政治秩
序の性格変化として提示することが必要だと感じている。 
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 ２．発表標題

日本アフリカ学会

African Studies Association（国際学会）

Africa-Asia 'A New Axis of Knowledge' Second Edition（国際学会）

 ３．学会等名
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 ３．学会等名

武内進一

Shinichi Takeuchi

Shoko Watanabe

 １．発表者名
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